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児
童
書

今月のおすすめ新着本

　「世にも奇妙な物語」のために、作
者が勝手に原作を書き下ろした短編・
五編を収録。

朝井　リョウ／著

『世にも奇妙な君物語』

　たった3分で、マンネリ気味の朝食
をもっとおいしく、もっと豪華に変え
る、お役立ちアイデアが満載の料理本。

小山　浩子／著

『プラス3分ですてきな　　
　　　　  朝食アイデア帳』

　お子さんの入園入学時、通園通学時に
必要な手作りアイテムの作り方本。お裁縫
が苦手なママたちも「頑張ってみようかな」
と思える楽しいアイテムが盛りだくさん。

主婦と生活社／著

『はじめてママでもちゃんと完成!     
         作って楽しい通園通学グッズ』

まはら　三桃／作

『のはらキッチンへぜひどうぞ』

一
般
書

　さやかのおうち〈のはらキッチン〉は月に
二回、キッチンカーで総合病院に出かけま
す。作るのはさやかの知っているメニュー
だけど、料理の方法がちがうみたい……。

岩津　ちひろ／文

『ことばあそびレストラン』

　「あ・い・う・え・お」のリズムに
のって、食べ物たちがつぎつぎにあら
われる、ゆかいなことばあそびの絵本。

山﨑　紅／著

『小学生からはじめる       
     整理整頓が身につく本』

　整理整頓する体験をとおして「決断
力」や「創意工夫」などの能力を高め、
自ら考え行動できる人になることを目
指します。

日 月 火 水 木 金 土
3月の休館日 休館日●図書館の本が眠っていませんか？  

　ご自宅に返却されていない本がありませんか？
　これからの時期、引越し等で対馬を離れる方は特にご注意ください。
●図書館からのお願い  
　近年、お子様が凶悪な事件・事故に巻き込まれることが増えています。
　図書館でも、お子様から目を離されないようお願いします。
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崖
」
な
ど
の
意
で
「
し
き
」
に

は
「
城
」
あ
る
い
は「
砂
礫
地
」

な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
背
後
地
に
あ
る

城
山
の
金
田
城
に
ち
な
ん
だ
地

名
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
美
津
島
町
昼
ヶ
浦
】

　
『
津
島
紀
事
』
に
よ
る
と
、こ

の
地
が
浅
茅
湾
の
中
程
に
あ
り
、

西
目
の
沖
か
ら
進
入
し
て
き
た

船
が
ま
ず
向
か
う
場
所
で
あ
る

た
め
、
船
に
浦
津
を
教
え
る
た

め
に
「
火
を
焚
い
た
場
所
」
を

指
し
て
「
火
の
浦
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
、

場
所
を
示
す
「
碑
を
建
て
た
場

所
」
を
指
し
て
「
碑
の
浦
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
説
の
２
つ
の
説
を
伝
え
て
い

ま
す
。

【
美
津
島
町
島
山
】

　

上
島
・
下
島
を
除
い
た
島
内

で
最
も
大
き
な
有
人
島
で
す
。

島
山
に
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
遺
跡
が
あ
り
、
古
代
か
ら
こ

の
島
に
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

地
名
の
直
接
の
由
来
は
伝
え

ら
れ
て
お
ら
ず
『
角
川
地
名
大

辞
典
』
な
ど
で
も
「
一
見
す
る

と
島
に
は
見
え
な
い
複
雑
な
海

岸
線
を
も
つ
山
」
、
つ
ま
り
山

の
よ
う
な
島
と
い
う
環
境
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
の
で
は
と
推
察

し
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
は
既
に「
島
山
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
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【
美
津
島
町
黒
瀬
】

　
『
津
島
記
事
』
に
よ
る
と
、集

落
前
の
浦
の
水
際
に
黒
色
（
烏

色
）
の
岩
瀬
が
あ
る
の
で
、
黒

瀬
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
「
紀
事
」
に
も
「
今
、

住
居
の
と
こ
ろ
は
皆
古
の
浦
津

な
り
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
由

来
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
岩
瀬
は

現
在
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

『
美
津
島
町
誌
』
で
は
、
既
に

埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

【
美
津
島
町
竹
敷
】

　

奈
良
時
代
に
成
立
し
た
万
葉

集
に
も
記
述
が
あ
る
古
い
地
名

で
す
。
万
葉
集
に
は
「
多
可
思

吉
」
（
た
か
し
き
）
と
書
か
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
当
時
は

「
た
か
し
き
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
た
か
」
と
は
「
高
・
嶽
・

対
馬
各
地
の
地
名

　
　
　
　 

（
大
字
編
）
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26
　

明治以降、旧日本海軍の要港部が置かれた竹敷

広報つしま23

く
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せ

た
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し
き

ひ
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う
ら

し
ま 

や
ま

い
に
し
え


